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 標本設計及び結果の推定方法 
 

１ 標本抽出方法 

この調査の標本抽出方法は，第 1 次抽出単位を平

成 7 年国勢調査調査区（以下「調査区」という。）

とし，第 2 次抽出単位を世帯とする層化 2 段抽出法

である。 

第 1 次抽出では，全国を 96 地域に分け，各地域

ごとに確率比例抽出により，全国で 6,584 調査区を

抽出した。第 2 次抽出では,等確率無作為抽出によ

り，各調査区から 15 世帯を抽出した。 

調査対象は，この方法により抽出された世帯にふ

だん住んでいる 10 歳以上の世帯員全員である。 

(1) 調査区の抽出（第１次抽出） 

(ｱ) 標本調査区は，次のものを除く調査区の中から

抽出した。 

a 山岳・森林・原野地帯等の調査区 

b 大きな工場・学校等のある調査区 

c 社会施設・大きな病院のある調査区 

d 刑務所・拘置所のある調査区 

e 自衛隊地域の調査区 

f 駐留軍地域の調査区 

g 水面調査区 

(ｲ) 調査区の抽出に当っては，まず全国を次の 96

地域に区分した。 

a 県庁所在都市(47 区分) 

b 川崎市，北九州市(２区分) 

c 各都道府県の a，b 以外の地域(47 区分) 

なお，この地域区分は都道府県，県庁所在都市

及び政令指定都市ごとに結果の集計を行うためで

あり,各地域の標本調査区数は「付表」のとおり

である。 

(ｳ) 次に，各地域ごとに，そこに含まれる調査区を

次の基準により層に分類した上で，層内で市区町

村コード，調査区番号順に配列した。 

① 大都市圏の中心市からの距離 

② 大都市圏に含まれるか否か 

③ 市町村の人口階級 

④ 調査区の特性（国勢調査調査区番号の後置番号） 

(ｴ) この配列を基に，各地域ごとに全調査区の人口

を累積し，累積した人口に対して確率比例系統抽

出により，調査区を抽出した。 

 

 (2) 調査世帯の抽出（第２次抽出） 

調査区は，平均して約50世帯を含む地区である。 

各標本調査区について，平成 8 年 9 月 1 日から 10

日の間に調査員が調査区内の全世帯を訪問し，世帯

名簿を作成した。この世帯名簿を基に乱数によって

抽出起番号を定め，各調査区ごとに定められた抽出

率を用いて 15 世帯を抽出した。 

 (3) 「1 日の生活時間」の調査日の選定 

この調査は 10 月 1 日現在で行ったが，「１日の

生活時間」に関しては，平日・土曜日・日曜日ごと

の結果を集計するため，標本調査区を無作為に 8 つ

のグループに分け，各グループごとに 9 月 28 日か

ら 10 月 6 日までの 9 日間のうち連続する 2 日間を

調査日として選定した。 

 

２ 結果の推定方法 

調査結果のうち,「行動者数」及び 10 歳以上人口

は，別途推計した男女，年齢階級，地域別人口を基

準人口とする比推定によった。 

また，「延べ時間」も同様に算出し,「平均時間」

は，この「延べ時間」を対応する人口（又は「行動

者数」）の推定値で除して求めた。 

｢行動者率｣は，比推定値の百分比として算出した。 

(1) 比推定値の算出 

比推定値の算出は，次の手順により行った。 

① 線形推定用乗率の算出 

全国 96 地域それぞれについて，各標本調査区

ごとに男女，年齢階級別 10 歳以上人口の線形推

定用乗率を算出する。線形推定用乗率とは抽出単

位の抽出率の逆数である。 

ここで，第 h地域，第 i標本調査区の線形推定
用乗率は，次の式で表される。 
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  ： 第 h地域，第 i標本調査区の線形推定用乗率 

  ： 地域 

  ： 第 h地域の標本調査区 
 ： 第 h地域の標本調査区数 

 ： 第 h地域の国勢調査人口 

 ： 第 h地域，第 i標本調査区の国勢調査人口 

 ： 第 h地域，第 i標本調査区の世帯総数 

 ： 第 h地域，第 i標本調査区の調査対象世帯数 

 ： 第 h地域，第 i標本調査区の修正倍率 
     (調査区の分割，合併があった場合の補正値) 
 

なお、ここで用いる年齢階級は，次の 15 階級
である。 
a. 10～14 歳    b．15～19 歳 
c． 20～24 歳    d．25～29 歳 
e． 30～34 歳    f．35～39 歳 
g． 40～44 歳    h．45～49 歳 
i． 50～54 歳    j．55～59 歳 
k． 60～64 歳    l．65～69 歳 
m． 70～74 歳    n．75～79 歳 
o． 80 歳以上 

② 線形推定値の算出 

地域，男女，年齢階級別 10 歳以上人口の線形

推定値を算出する。すなわち，各標本調査区ごと

に男女，年齢階級別調査人口に，その調査区の線

形推定用乗率を乗じ，これを地域内で合算するこ

とにより，各地域の男女，年齢階級別人口の線形

推定値が得られる。 

 

 

 

 

 ： 第 h地域の人口の線形推定値 
 ： 第 h地域，第 i標本調査区の調査世帯人口 

③ 比推定用乗率の算出 

地域，男女，年齢階級別に，基準人口を線形推

定値で除して比推定用乗率を算出する。基準人口

は，平成 7 年国勢調査結果，人口動態統計，人口

移動報告などを基に総務庁統計局で推計した平成

8 年 10 月 1 日現在の人口を用いた。 

ここで，第 h 地域の比推定用乗率     は次の
式で表わされる。 

 

 

 : 第 h地域の比推定用乗率 

 : 第 h地域の（男女，年齢階級別）基準人口 

④ 比推定値の算出  

(ｱ)  ある属性を持つ人口及び行動者数を推定する

には，まず，各調査区について，男女，年齢階級

別にその属性を持つ調査人口を求める。これに，

①で求めた調査区ごとの線形推定用乗率を乗じ，

さらに，③で求めた男女，年齢階級，地域別の比

推定用乗率を乗じる。こうして得られた値を，地

域内で合算することにより，その属性を持つその

地域内の男女，年齢階級別の人口の比推定値が得

られる。これを必要に応じて，地域間，男女間，

年齢階級間で合算すれば目的の属性を持つ総人口

の比推定値が得られる。 

(ｲ) 「延べ時間」の推定は，①から③の手順により

得られた比推定用乗率を用いて行う。 

すなわち，(ｱ)において各調査区の調査人口を

求めるかわりに，各調査区の調査人口の行動時間

の合計（延べ時間）を求める。それ以降の手順は

(ｱ)と同じである。 

なお,調査事項のうち,「１日の生活時間」に関す

るものについては，全標本に基づいて算出した比推

定用乗率を用いて推定した。 

以上の手順により，男女，年齢階級，地域別のあ

る属性を持つ人口（又はその「延べ時間」）を推定

した算式は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 : （地域，男女，年齢階級別）当該属性を持

つ人口（又はその「延べ時間」）の比推定値 

 : 第 h 地域，第 i 標本調査区内のある属性を
持つ（男女，年齢階級別）調査人口（又は「延

べ時間」） 

 : 第 h地域，第 i標本調査区の調査世帯 
 

 : 調査対象となった 10 歳以上の世帯員 

 : 調査対象となった世帯の 10 歳以上の世帯員

数 

 : 第 h地域，第 i標本調査区，第 j調査世帯の
第 k世帯員が属性 Xを持つ場合に１，持たな
い場合に０をとる変数 

 

h
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(2) 「平均時間」等の算出 

  上記の方法で推定された人口（又は「行動者数」）

及び「延べ時間数」を用いて，「平均時間」，「行

動者率」を次の式により算出した。 

① 「平均時間」 

 

 

 

 

 

なお，週全体の平均時間については，この式で

算出する曜日別結果の平均として算出した。 

週全体の平均時間 ＝ 

（月曜日の平均時間＋……＋日曜日の平均時間） 

７ 

 

 

② 「行動者率」 

 

 

 

なお，「生活時間編」の「行動者率」について

は，各曜日ごとの比推定用乗率に基づく比推定値

を用いて算出した。「生活行動(余暇活動)編」の

「行動者率」については全標本による比推定用乗

率に基づく比推定値を用いて算出した。 

 

３ 推定値の標本誤差 

標本誤差の算出は，副標本方式により行った。 

副標本方式による標本誤差の計算は，第 1 段の標

本抽出において独立で均等な大きさの数組の標本を

抽出しておくのが本来であるが，この調査では，そ

の近似として事後的に 4 組の副標本を設定し，この

4 組の副標本ごとに算出された推定値を用いて，次

式により算出した。 

 

 

 

 

 

 

   ：推定値の標準誤差 

   ：副標本の番号（k=1,2,3,4） 
：第 k 副標本に基づく推定値 
：全標本に基づく推定値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

属性Xを持つ人口
のY曜日における
活動Zの平均時間 

属性Xを持つ人口のY曜
日における活動Zの延
べ時間の比推定値 

属性Xを持つ人口(又は行動者
数)のY曜日における比推定値

= 

属性Xを持つ人口の
活動Zの行動者率 

属性Xを持つ活動Zの行
動者数の比推定値 

属性Xを持つ人口の比推定値
= 


